
                    
重機オペレーターからの死角が多く、労災事故の不安要因となっ
ていたが、導入後は映像を確認しながら安全作業を行えるように
なった。

背景（課題・ニーズ）

取組内容

やってみての効果 今後の目標・展望

重機による廃棄物の積込や荷下ろしの際に重機のオペレーターから見て運搬車両の裏側は完全な死角となるため、死角スペースに入り
込んだ作業員が落下物などによる労働災害につながらないよう既存の場内監視カメラを利用して事故を防止する取組みを行っています。

作業員の安全のために

重機からの死角を無くし安全作業

都築鋼産株式会社 群馬工場
業界・業種：産業廃棄物処理業
従業員規模：30名
地 域：群馬県

Aの視野ではBの視野が死角となるため監視カメラの画像を
重機オペレーター室のタブレット端末に映して死角を無くす。

Wi-Fi電波を利用して場内監視カメラの映像をタブレット端末に映しだす。

目標は労働災害事故ゼロ！！

DX推進と作業員の安全教育を定期的に行うことで
労働災害事故ゼロを達成する！

危険な死角
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